
筋
肉
を
動
か
す
神
経
が
侵

さ
れ
全
身
が
動
か
な
く
な
る

難
病
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症

(
A
L
S
)
と
初
歳
の
時

に
診
断
さ
れ
た
。
そ
の
約
2

年
後
の
2
0
1
2年
、
患
者

支
援
団
体
「
E
N
D
A
L

S
」
を
立
ち
上
げ
、
病
気
に

対
す
る
理
解
や
治
療
法
の
確

立
、
患
者
支
援
を
ず
ロ
グ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
妻
雰
て
い
る
。

墓
尽
都
出
身
。
ハ
ワ
イ
の

大
学
を
宰
業
し
た
後
、
帰
国

し
て
広
告
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な

り
「
仕
事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
恋

裕さん

患者の立場からALS治療法の
確立と支援を訴える

ね正田藤

園
と

-
Z
4
同
刃
〈

-
m
g

愛
に
没
頭
し
て
い
た
」
。
そ

ん
な
中
、
左
肩
が
し
び
れ
腕

が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
な

り
、
よ
く
転
ぶ
よ
う
に
。
叩

年
に
病
院
か
ら
A
L
Sと
診

-FT
、
ぇ

F
-t
、2
7、ノ
l
〆
F
JP
一
再
検
量
ま
「
量
b
量
坑
1
J

て
べμ
る
周

断
さ
れ
た
時
は
「
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
っ
た
」
。

ほ
ど
な
く
全
身
、
が
動
か
な

く
な
り
、
呼
吸
確
保
の
た
め

の
気
管
切
開
で
声
も
失
い
、

た
ん
の
吸
引
も
必
要
と
な
っ
ぶ
っ
て
患
者
を
支
援
す
る

た
a

今
、
動
く
の
は
顔
だ

「ア
千
ス
・
パ
ケ
ツ
・
チ
ヤ

け
。
視
線
で
コ
ン
ピ

2
1タ
レ
ン
ジ
」
区
勇
気
を
も
ら
う

ー
を
操
作
し
文
字
や
音
声
で
た
。
応
援
の
便
り
は
世
界
中

意
思
伝
達
す
る
ア
イ
ト
ラ
ッ
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
。
-人
工
多

キ
ン
グ
シ
-ス
テ
ム
が
必
需
品
能
性
幹
細
胞

(
i
p
S細

と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
友
人
4

胞
)
を
使
っ
た
治
療
研
究
に

や
同
僚
の
支
え
で
週
1
回
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。

車
い
す
で
出
社
す
る
の
は
「
死
に
対
す
る
恐
怖
は
一

「
治
り
た
い
。
話
し
て
、
食
切
な
い
が
、
や
り
残
し
た
こ

ベ
て
、
息
を
吸
え
る
毎
日
を
と
が
あ
り
す
ぎ
る
。
串
箸
に

過
ご
し
た
い
」
と
の
思
い
か
も
っ
と
声
を
上
げ
て
も
ら
い

ら

だ

。

た

い

」

と

、

ア

イ

ト

ラ

ッ

キ

め
げ
ず
に
一
日
一
日
を
大
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
無
料
レ
ン

切
に
生
き
る
。
批
判
的
な
意
タ
ル
を
計
画
中
だ
。
お
歳
。

見

も

あ

っ

た

が

、

氷

水

を

か

(

共

同

)

黒
総
合
襲
業
試
験
場
が
輯
開
発
し
た
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の

一来
事
や
恋
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
花
色




